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「地方公務員についての新型コロナワクチン接種に係る考え方について」を通知 
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５
月
27
日
、
人
事
院
は
指
令
14‐

２
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
を
受
け
る
場

合
等
に
お
け
る
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免

除
に
関
す
る
臨
時
措
置
に
つ
い
て
）
を
発
出
し
ま
し

た
。 こ

の
人
事
院
指
令
14‐

２
を
受
け
て
、
総
務
省
は

同
日
「
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
係
る
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
通
知
し
ま

し
た
。 

通
知
に
よ
り
、
医
療
従
事
者
等
以
外
の
地
方
公
務

員
に
つ
い
て
は
、
常
勤
・
非
常
勤
を
問
わ
ず
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

職
務
専
念
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
で
対
応
、
②
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
特
別
休
暇
に
加
え
職
務
専
念

義
務
を
免
除
す
る
こ
と
で
対
応
、
と
な
り
ま
す
（
医

療
従
事
者
等
に
該
当
す
る
地
方
公
務
員
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
業
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し
て
、

職
務
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
整
理
）。 

 

な
お
、
人
事
院
事
務
総
局
か
ら
の
通
知
で
は
、
人

事
院
指
令
14‐
２
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
①
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
を
受
け

る
た
め
に
要
す
る
往
復
時
間
等
も
、
職
務
専
念
義
務

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
外
国
の
政
府
又
は

外
国
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
も
含
む
、
③
「
予
防
接

種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
症
状
」
と
し

て
は
、
副
反
応
と
し
て
の
発
熱
、
頭
痛
、
倦
怠
感
等

の
ほ
か
、
負
傷
又
は
疾
病
の
症
状
も
含
む
、
等
と
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
５
月
28
日
に
は
兵
庫
県
教
育
委
員
会
も

「
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
お

い
て
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
の
特
別
休
暇
の
取
扱
い
に
つ
い
て
』
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
発
出
し
ま
し
た
。 

日
教
組
は
、
文
科
省
に
対
し
て
、
１
月
に
行
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
要
請

に
続
き
、
再
度
、「
希
望
す
る
教
職
員
へ
の
優
先
的
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
」
の
要
請
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

       

＝ワクチン接種については専免、接種による副反応が発生した場合には特別休暇＋専免で対応＝ 

人
権
教
育
ひ
ょ
う
ご
第

24
回
総
会
・
記
念
講
演 

 

５
月
29
日
（
土
）
午
後
、
人
権
教
育
ひ
ょ
う
ご
第
24

回
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
初
、ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

川
原
芳
和
代
表
委
員（
兵
庫
県
教
職
員
組
合
中
央
執
行

委
員
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
森
戸
卓
也
事
務
局
長
よ
り

経
過
並
び
に
基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。続
い
て
各
運

営
委
員
よ
り
、
会
計
報
告
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
案
内
、

運
営
要
項
お
よ
び
21
年
度
予
算
（
案
）
の
提
案
、
役
員

選
考
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、「
私
か
ら
は
じ
め
る
私
た
ち
の
多
様
性

社
会
～
一
緒
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
～
」
と
題
し
て
、
三

木
幸
美
さ
ん
（
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会
職
員
）
の
講
演

を
聴
き
、
学
習
し
ま
し
た
。 

 

講
演
の
一
部
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

・「
い
る
の
に
い
な
い
子
ど
も
時
代
」…

無
戸
籍
・
無
国

籍
で
あ
っ
た
た
め
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
も
行
け

な
い
、
当
た
り
前
の
暮
ら
し
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 

・
大
人
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
支
え
ら
れ
て
育
っ
て
き
た

こ
と
に
気
づ
い
た
。 

・
障
害
の
あ
る
人
、
外
国
人
な
ど
「
私
た
ち
と
は
違
う
人
」

を
、「
自
分
た
ち
と
は
違
っ
た
事
情
の
中
で
活
き
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
」
か
ら
、
線
を
引
い
て
「
暮
ら
し
の

場
所
か
ら
引
き
剝
が
す
」
の

で
は
な
く
「
そ
こ
で
み
ん
な

が
一
緒
に
暮
ら
す
」
た
め
の

思
考
を
。「
違
い
を
気
に
し

な
い
」
の
で
は
な
く
、「
違

っ
て
い
て
も
、
そ
の
場
所
で

そ
の
ま
ま
に
生
き
る
」
た
め

の
活
動
を
。 

・
差
別
は
個
人
の
心
の
持
ち

よ
う
の
問
題
で
は
な
い
。
構

造
的
問
題
で
あ
り
、
社
会
の

中
で
追
い
や
ら
れ
て
生
じ

三木幸美さんプロフィール 
 
１９９１年大阪出身。フィリピンと日本のハ

ーフとして大阪の被差別部落で生まれ、無戸

籍・無国籍児から８歳で「日本人」となる。大

学生の頃からルーツをもつ子ども・若者と関

わりはじめ、子ども〜社会人までを対象にし

たダンス教室を開講。「切り取らせない」言葉

を発信することにこだわりをもち、講談社現代

ビジネスでの執筆や講演、ダンスワークショッ

プなど多方面で発信を続けている。 
 

https://yukimikeru.net/ 

た
痛
み
や
苦
し
み
か
ら
差
別
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。 

・
近
年
強
ま
っ
て
い
る
社
会
に
お
け
る
自
己
責
任
論
は
、

「
自
立
」
で
は
な
く
「
孤
立
」
に
つ
な
が
る
。
困
難
は

当
事
者
の
努
力
だ
け
で
乗
り
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
共
生
の

始
ま
り
。 

・
自
分
の
話
、
自
分
の
抱
え
る
問
題
や
困
難
を
語
れ
る
場

所
の
大
切
さ
。 

・
差
別
は
ふ
と
し
た
時
に
現
れ
る
「
意
識
」。
そ
こ
に
は

善
意
・
悪
意
は
関
係
な
い
。「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

で
は
な
く
、
自
分
に
つ
な
が
る
人
た
ち
の
手
を
放
さ

ず
、
最
初
か
ら
「
誰
も
寝
か
さ
な
い
」
た
め
に
力
を
尽

く
そ
う
。 

・
差
別
的
言
動
の
場
面
に
居
合
わ
せ
た
ら
、
た
と
え
そ
の

矛
先
が
自
分
に
向
い
て
い
な
く
て
も
、
私
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
の
社

会
・
空
間
を
壊
さ
れ
た
、
と
し
て
当
事
者
性
を
持
ち
、

声
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。 

・
人
権
感
覚
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
び
と
が
生
き
抜
く
術
で
は
な
く
、

誰
も
が
生
き
抜
く
必
要
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
た
い
。 

・「
私
」
に
は
一
人
分
の
力
し
か
な
い
が
、「
私
」
か
ら
「
私

た
ち
の
社
会
」
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
場
所

か
ら
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
。 
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5/21 「改正」少年法、参院本会議で可決・成立 
＝少年事件が激減する中で厳罰化、「少年の保護」の考え方は後退し、更生の道を閉ざす懸念＝ 

５
月
21
日
、
18
・
19
歳
の
少
年
へ
の
措
置
を
厳

罰
化
す
る
「
改
正
」
少
年
法
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。 

少
年
法
は
教
育
基
本
法
・
児
童
福
祉
法
と
と
も
に

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
す
る
戦
後

改
革
の
三
大
基
本
法
で
し
た
。
本
来
少
年
法
は
、
教

育
に
よ
っ
て
立
ち
直
り
を
図
る
理
念
で
で
き
て
い

ま
す
。
少
年
の
健
全
育
成
や
再
犯
防
止
の
た
め
に

は
、
刑
罰
を
科
す
よ
り
教
育
的
処
遇
の
方
が
効
果
的

だ
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
家
庭
裁
判
所
で
心
理
学

的
手
法
な
ど
を
用
い
、
保
護
の
観
点
か
ら
生
い
立
ち

か
ら
家
庭
環
境
な
ど
多
角
的
に
調
査
を
行
い
、
少
年

が
立
ち
直
る
道
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。 

非
行
の
背
景
に
は
被
虐
待
・
貧
困
・
差
別
な
ど
の

要
因
が
あ
り
、
社
会
的
養
護
の
必
要
な
子
ど
も
と
同

じ
よ
う
な
生
育
歴
が
あ
り
ま
す
。
児
童
福
祉
法
は
２

０
１
７
年
よ
り
支
援
・
保
護
対
象
年
齢
を
22
歳
ま
で

引
き
上
げ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
「
少
年
法

の
厳
罰
化
」
は
立
法
論
を
含
め
矛
盾
に
満
ち
た
施
策

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

今
回
の
「
改
正
」
で
は
、
適
用
年
齢
こ
そ
「
20
歳

未
満
」
を
維
持
し
、
事
件
を
起
こ
し
た
全
員
を
い
っ

た
ん
家
裁
に
送
致
し
て
、
生
い
立
ち
や
事
件
の
背
景

を
調
べ
る
仕
組
み
は
残
さ
れ
ま
す
が
、
18
・
19
歳

を
「
特
定
少
年
」
と
位
置
づ
け
、
家
裁
か
ら
検
察
官

に
原
則
送
致
（
逆
送
）
す
る
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
送
後
に
起
訴
さ
れ
れ
ば
、
実

名
や
写
真
な
ど
本
人
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
情
報

の
報
道
も
可
能
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
半

永
久
的
に
閲
覧
可
能
と
な
る
恐
れ
も
で
て
き
ま
す
。 

逆
送
に
は
至
ら
ず
、
少
年
院
で
の
矯
正
教
育
や
保

護
観
察
で
更
生
を
図
る
保
護
処
分
の
あ
り
方
も
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
再
び
非
行
に
至
ら
せ
な

い
た
め
に
保
護
が
必
要
か
を
判
断
す
る
「
要
保
護

性
」
が
高
け
れ
ば
、
家
裁
が
決
め
た
期
間
を
超
え
て

保
護
処
分
の
継
続
が
可
能
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、

罪
に
見
合
っ
た
重
さ
で
上
限
が
設
け
ら
れ
、
保
護
処

分
の
継
続
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
改
正
」
は
現
行
制
度
を
後
退
さ

せ
る
も
の
で
、
罪
を
犯
し
た
少
年
の
更
生
の
道
を
閉

ざ
す
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
法
曹
・
教

育
・
児
童
福
祉
に
関
わ
る
人
々
な
ど
か
ら
重
大
な
懸

念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

少
年
事
件
や
非
行
の
件
数
は
年
々
減
少
を
続
け
、

検
挙
者
数
は
１
９
８
３
年
の
ピ
ー
ク
時
の
約
一
割
に

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
凶
悪
化
の
事
実
も
あ
り
ま
せ

ん
。
少
年
の
た
め
に
も
、
社
会
の
た
め
に
も
現
行
制

度
は
有
効
に
機
能
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。 

衆
参
両
院
の
法
務
委
員
会
の
審
議
で
は
、
野
党
か

ら
「
少
年
の
『
保
護
』
と
い
う
考
え
方
が
後
退
し
て

い
る
」
な
ど
と
改
正
に
反
対
す
る
意
見
が
相
次
ぎ
ま

し
た
が
、
与
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

「
改
正
」
少
年
法
は
、
成
人
年
齢
を
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
る
改
正
民
法
と
合
わ
せ
、
来
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な
お
、
附
則
に
は
５
年
後

の
見
直
し
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
「
改
正
」
が
厳
し

く
査
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  
 

（一財）教育総研 

出版書籍紹介 
 
新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴う全国一斉臨時

休校は、学校現場にどのよう

な影響を与え、どのような課題

を浮き彫りにしたのか。四人の

専門家がポストコロナを見据

えた「新たな学び」のあり方を

提言する一冊。 
 

【編著】田中真秀・菊地栄治・ 

中田正敏・末冨芳・澤田稔 
 

★購入ご希望の方は、書記局まで 

ご連絡ください。 （税抜７００円） 

兵高教 今後の主な日程 
 

■兵高教第 35回定期大会 

とき：６月 26 日（土）13:30～16:50 

 ところ：神戸市教育会館 501 号室 
 

■第５回臨採者学習会 

～教員採用試験対策講座（５）～ 

とき：７月３日（土）13:30～16:30 

 ところ：神戸市教育会館 501 号室 

内容：一次試験に向けて（一般教養模擬試験、その他） 
 

■第１回全県分会代表者会議 

とき：７月 17 日（土）13:30～15:30 

 ところ：神戸市教育会館 403 号室 
 

★いずれもオンライン参加可能です。書記局までお問い合わせください。 

 

 

 

※オンライン参加も可能です。お問い合わせください。 

   

 

２０２１年度東海･北陸･近畿ブロック合同 

障害児教育学習会 
 

と き： ７月２５日（日） 13:00～１６:２０  
形態： Zoomによるオンライン開催（入室開始１２：４０～） 

 
全体会：【記念講演】 １３：００～１５：００ 

   講師 矢賀道子さん （全国青い芝の会 会長・教育担当） 

          和田  明さん （元日教組障害児教育常任委員）  
分科会：１５：１５～１６：２０  

第１分科会  ： 就学と学習の権利保障 

第２分科会  ： 教育内容の創造と集団づくり 

第３分科会  ： 進路保障 

第４分科会  ： 寄宿舎のとりくみ 
 

★参加ご希望の方は書記局までご連絡ください。 

（サテライト会場を書記局に開設しますが、ご自宅からの参加も可能です） 


